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607

新・部落差別はなくなったか?: 隠すのか顕すのか (プロブレムQ&A)
塩見 鮮一郎
緑風出版

2017部落問題については、隠せと顕せ、のふたつの主張が繰り返されてきました。本書
は、部落差別もまた、他の差別問題と同様に顕すことで、議論を深め、解決してい
く必要を説きます。

人権・同和教育関係図書解説一覧（令和7年度追加分）

598

読みなおしの同和行政史
金井　宏司
解放出版社

2024半世紀を経過して、同和対策事業特別措置法がどのような議論や過程を経て成立し
たのか振り返ります。占領期の部落問題、日本国憲法おける部落問題の位置づけな
どを関係者の聞き取りや実態調査、国会の記録などによって明らかにします。

596

2024年度版　全国のあいつぐ差別事件
部落解放・人権
研究所
解放出版社

2024被差別部落に関わる差別事件を集約している本書最新版。「全国部落調査」復刻版
出版事件、インターネット上の差別事件、大阪港湾局の部落差別発言事件、最近の
戸籍不正取得事件と解放運動の課題等を項目毎に紹介しています。

597

おたまさんのおかいさん 日之出の絵本制
作実行委員会
長谷川　義史
解放出版社

2002ムラのお年寄りたちの聞き取りから創作した絵本は、お腹も心もあたたまるお粥の
話。当時の暮らしぶりや人情が、小さな子どもにも楽しみながら伝わります。巻末
に日之出の生活・文化・仕事・芸能について解説を付しています。

599

子どもの人権を尊重するって、どうするの？
神原　文子
解放出版社

2025子どもは大切だと言われながら、虐待や体罰をはじめとする人権侵害は続いていま
す。子どもの人権を尊重するには、おとなは具体的にどう考え、行動すればいいの
でしょう。日本社会の特質の解明をふまえ、その役割をやさしく提起します。

600

ガイドブックにない もうひとつの東京を歩く
井上理津子
解放出版社

2024遊郭、寄せ場、食肉市場、米軍基地、漁師町、エスニックタウン、刑場、宿場町な
ど、歴史と現在が交差する異観の東京周縁を歩くノンフィクション。土地の声に耳
を澄まし、もうひとつの東京を見つけましょう！

601

これでわかった!部落の歴史: 私のダイガク講座

上杉　聡
解放出版社

2004部落の起源，差別の構図と制度化など，史料をもとに改めて平易に，かつ掘り下げ
て解説。中世から明治までを豊富な図版とともにたどります。大学講義がそのまま
読める一冊。

602

部落差別の謎を解く　キヨメとケガレ
川元 祥一
にんげん出版

2009今までどうしても解けなかった部落差別の謎―それはケガレ意識との関わりです。
長年にわたり自らの問題として考察し続けてきた著者が、その謎を鮮やかに解きあ
かします。

603

最新　差別語・不快語

小林 健治
にんげん出版

2016あらゆる差別語・差別表現問題の手引書。
従来の禁句・いい換え集マニュアルではなく、「なぜそれが差別表現なのか？」
「ではどう言い換えたらいいのか？」「こういう言葉を使ってよいのか？」など、
読者の疑問に、やさしく的確に答えます。

605

１０才からのインターネットのルールと使い方

川島　慶
永岡書店

2023自分専用のスマホがほしい！！課金したらもっと強くなるのに…SNSで注目される
にはどうしたらいい？10才は、子どもがぐっと大人に近づく年齢です。自分のこと
を客観的に見るようになり、他人と比較することでさまざまな感情をもつように
なっていきます。この本には、大人になるためのヒントがたくさんつまっていま

図書名・解説

608

GIGAスクール時代の「ネットリテラシー」授業プラン

臼井 久実子
解放出版社

2022子供たち一人一人が情報発信を日常的に行うようになった現在、個人情報、学校や
家でPCを使う時のルール、ネット上のコミュニケーション、ネットいじめ、ニュー
スを正確に読み解く力、等々、メディア/ネットリテラシーを確実に身につける授
業づくりの豊富なプランを低学年、中学年、高学年ごとに提案します。

2020とても友達思いなにわとりが、ある日、不思議な光る箱をみつけます。そこには親
切そうな動物からのメッセージが次から次へと届きます。ついに、メッセージを
送ってくる友達と会うことになったのですが…　SNS犯罪から子どもを守るために
読んで欲しい、ちょっとおかしなおとぎ話です。

606

スマホをひろったにわとりは ニック・ブラン
ド
いしだみき
マイクロマガジ
ン社

604

＜寝た子＞なんているの？　見えづらい部落差別と私の日常

上川 多美
里山社

2024関西の被差別部落出身で解放運動をする両親のもと、東京の部落ではない町で生ま
れ育った著者。差別は当事者をどう惑わせ苦しめるのか。泣いて笑って、やがて日
本社会の様々なマイクロアグレッションに気付かされる、まったく新しい痛快自伝
エッセイです。


